
 

編集後記                     黍稷農季人 

Editorial Postscript                   Kibikibi Nokijin 

 

もう 1 年以上になる。昨年は COVID-19 に

よりすべての旅行は中止して、どこにも行

っていない。前号の編集後記に書いた社会

状況よりも、一層嘆かわしい状況だ。 

それでも、代わりに心の旅（内面への道）、

あるいは inner transition をして、環境学

習の奥義に辿り着いた。『環境学習原論』（木

俣 2019）がこの領域における私の到達点だ

としていたが、さらにその先に視界が開け

た。環境や文明の適正化は科学技術の更な

る発展によるのみではなく、特に心の在り

様、言い換えれば自然観・世界観、であると

何十年か前から気づいてはいた。 

そこで、『心の先史時代』（ミズン 1996）

に出会って以来、ELF 環境学習過程におい

ても心の構造について考察を進めてきた。

心の構造は一般的知能、博物的知能、技術

的知能、社会的知能、および言語知能より

なる。この 1 年余りの心の旅により、心の

構造には機能が一体として伴うことに気づ

いた。 

心の機能というのは、五感（五官）、第六

感（直感・直観）および第七感（教養・良心）

であると考えた。そして、心の構造と機能

を繋ぎ、心を統合するのは知能間の認知流

動性である。ELF 環境学習過程における学

習プログラム間を繋ぐ流れが、実に認知流

動性のことであることに合致した。ここに

環境学習原論の奥義があり、心の構造と機

能、認知流動性のすべてが ELF 環境学習過

程の枠組みとメビウスの輪のように縫合し

たのだ。  

現代文明が科学技術による解決を過信す

ることなく、環境学習によって自律、自給

知足することを提案したい。次第に真の文

明（田中正造）、生き物の文明に移行するよ

うに努め、できることなら若者たちに未来

社会への希望をつないで、幸せになってほ

しいと、アニミストの私は自然のカミガミ

に祈願するのだ。 
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